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３　広報よさの  MAY 2015 ２

名称が変わり

駅名看板も新

しくなった与

謝野駅

４
月
１
日
、京
都
丹
後
鉄
道（
丹

鉄
）
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
日
、
福
知
山
駅
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
観
光
列
車
「
あ

お
ま
つ
号
」
の
出
発
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
交
通
の
要
と
し
て
丹
鉄
が
歩

み
始
め
ま
し
た
。

　
運
行
会
社
と
な
る
ウ
ィ
ラ
ー
ト
レ

イ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、「
高
次
元
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
」「
地
域

を
創
生
す
る
若
い
人
の
働
く
場
の
創

造
」「
交
通
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
学
生
の
教
育
の
場
を
創
造
」
の
３

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
交
通
改
革
と
ま

ち
づ
く
り
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
価
値
を
向
上
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
企
画
き
っ
ぷ
と
し
て
、
沿

線
の
方
向
け
の
き
っ
ぷ
や
家
族
で
の

お
出
か
け
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト

き
っ
ぷ
、
観
光
客
向
け
の
き
っ
ぷ
を

作
成
し
、
地
域
の
方
や
観
光
客
の
方

が
よ
り
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
31
日
（
日
）
に
は
天

橋
立
駅
周
辺
を
会
場
に
、
京
都
丹
後

鉄
道
運
行
開
始
記
念
と
し
て
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
楽

し
め
る
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
「
大
丹

鉄
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
丹
鉄
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ＪＲ福知山駅の前で、「京都丹後鉄道」の出発式が

行われました。

『
家
族
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
得
な
企
画
き
っ
ぷ
販
売
開
始

●
週
末
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ス

　
大
人
２
名
と
子
ど
も
２
名
の
最

大
４
名
ま
で
が
、
丹
鉄
全
線
を
乗

り
放
題
（
普
通
・
快
速
・
特
急
自

由
席
）
と
な
る
１
日
フ
リ
ー
パ
ス

き
っ
ぷ
。
週
末
（
土
・
日
・
祝
日
）

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
料　
金
】　

　
１
グ
ル
ー
プ
２
２
０
０
円

（
Ｗ
ｅ
ｂ
割
２
０
０
０
円
）

●
　＆
キ
ッ
ズ
全
線
パ
ス

　　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

【
利
用
方
法
】

　
与
謝
野
駅
ま
た
は
役
場
窓
口
に

設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
き
っ

ぷ
を
切
り
取
り
、
健
康
保
険
証
等

を
持
参
し
て
与
謝
野
駅
へ
。
詳
し

く
は
駅
員
も
し
く
は
企
画
財
政
課

（
☎
４
６
・３
０
８
４
）
へ
。

※
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
だ
い

　
て
お
り
ま
し
た
Ｋ
Ｔ
Ｒ
２
０
０

　
円
レ
ー
ル
き
っ
ぷ
を
丹
鉄
で
そ

　
の
ま
ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

旧駅名 新駅名

丹後神野駅 　小天橋駅

甲山駅 　かぶと山駅

木津温泉駅 　夕日ヶ浦木津温泉駅

丹後大宮駅 　京丹後大宮駅

但馬三江駅 　コウノトリの郷駅

野田川駅 　与謝野駅

厚中問屋駅 　福知山市民病院口駅

ん
と
、
お
孫
さ

ん
と
の
お
出
か

け
に
も
お
使
い

い
た
だ
け
る
、

１
日
フ
リ
ー

快
速
・
特
急
自
由
席
）
と
な
る
１

日
フ
リ
ー
パ
ス
き
っ
ぷ
。
週
末
だ

け
で
な
く
、
平
日
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

【
料　
金
】

　
１
グ
ル
ー
プ
１
７
０
０
円

（
Ｗ
ｅ
ｂ
割
１
５
０
０
円
）

※
そ
の
他
企
画
き
っ
ぷ
も
多
数
販
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
丹
鉄
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
２
０
０
円
レ
ー

　
ル
は
平
成
27
年
度
も

　
実
施
し
ま
す
！

　
65
歳
以
上
の
住
民
の
方
が
Ｋ
Ｔ

Ｒ
に
片
道
２
０
０
円
で
乗
車
で
き

る
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
高
齢
者
片
道
２
０
０

円
レ
ー
ル
」
は
、
京
都
丹
後
鉄
道

に
運
営
が
変
わ
っ
た
平
成
27
年
度

も
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
実
施
期
間
】

　
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

【
対
象
者
】

　
満
65
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
方

【
乗
車
駅
】

　

与
謝
野
、
岩
滝
口
、
天
橋
立
、

宮
津

き
っ
ぷ
。

　
大
人
２

名
と
子
ど

も
２
名
の

最
大
４
名

ま
で
が
、

丹
鉄
全
線

を
乗
り
放

題（
普
通・

　与謝野駅では、誰もが安心してトイレ
を利用していただけるように、トイレの
改修工事を行い、４月１日からリニュー
アルオープンしました。
　女性トイレ内にはベビーカーとともに
ご利用いただける広めのブースや新たに
多目的トイレを設置し、どなたにもご利
用いただきやすいトイレとなっておりま

　全 32 駅のうち与謝
野駅をはじめ、７つの
駅の名称が変更となり
ました。

す。多くの方が使用
する公共のトイレと
な り ま す の で、 マ
ナーを守り、きれい
にご利用ください。

多
く
の
方
が
２
０
０
円
レ
ー
ル
き
っ
ぷ
を

利
用
さ
れ
て
い
ま
す

京
都
丹
後
鉄
道
（
丹
鉄
）        

　
　
　
　
運
行
ス
タ
ー
ト
！

特
集

野田川駅から与謝野駅へ
名称が変わりました！

駅のトイレがリニューアル
オープンしました！
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●京都丹後鉄道（丹鉄）運行スタート！



4５　広報よさの  MAY 2015

第
２
回 

第
２
回
与
謝
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
有
識
者
会
議

　
本
町
で
は
、
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
「
与
謝

野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

有
識
者
会
議
」
に
お
い
て
「
与
謝

野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
（
案
）」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
自
ら
発
言
し
グ
ル
ー
プ

で
議
論
を
ま
と
め
て
い
く
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
形
式
で
進
め
て
い

く
こ
の
会
議
。
第
２
回
会
議
が
４

月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ

実
質
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

●
今
回
の
テ
ー
マ
は

　
「
し
ご
と
」

　

委
員
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
こ
の
ま
ち
の
「
し
ご
と
」
に

関
し
て
現
状
（
も
っ
た
い
な
い
！

課題解決マトリックスシート

■現状（もったいない！
　　　ほっとけない！）

■原因
　（５つの WHY）

WHY １
WHY ２
WHY ３
WHY ４
WHY ５

■ビジョン（いいね）

■解決方法
　（ソリューション）

こ
れ
ま
で

ほ
っ
と
け
な
い
）、
原
因
、
解
決

方
法
、
そ
し
て
「
こ
う
あ
り
た

い
！
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
ま
し
た
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

　
時
間
と
と
も
に

　
徐
々
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
！

　
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
全
員
が
立
ち

上
が
っ
て
議
論
と
い
う
状
態
に
な

る
ほ
ど
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、

予
定
の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
終

了
。
い
く
つ
か
キ
ー
ワ
ー
ド
も
飛

び
出
し
ま
し
た
。

●
意
見
は
総
合
戦
略
の

　
素
案
へ
反
映

　
今
回
出
さ
れ
た
意
見
は
総
合
戦

略
の
素
案
の
素
案
と
し
、
回
を
重

ね
る
間
に
杉
岡
座
長
（
京
都
府
立

大
学
）と
事
務
局（
企
画
財
政
課
）

で
整
理
し
て
、
総
合
戦
略
の
骨
格

が
示
さ
れ
る
手
順
と
な
り
ま
す
。

　
本
有
識
者
会
議
は
、
今
後
も
公

開
さ
れ
、
さ
ら
に
会
議
内
容
も
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

座長講評

テ
ー
マ
は[

し
ご
と]

・活気がない
・若者が帰って来ない
　　↓（原因）

・ブランド力不足
・着物離れ
・後継者不足　
・価値観の多様化
・仕事がない

・若者が働く場・居場所
・まちのウリを明確化

　　↑（ビジョン）

・与謝野に行けば何かある！
・女の人の心をつかむ
・６次産業化
・情報発信
・和装にこだわらない総合化
・着物を着る機会
・学校・家庭教育

・仕事についての質・情報・
　意識の格差
・若者を活用できていない
・企業、仕事がない
・つなげるデザイナーがいない

　　↓（原因）

・気質（視野が狭い）
・外部環境
・経験が足りない　　　　
・若者の声が届かない　　
　（高齢者の声が強い）
・行政が支援しきれていない

・与謝野クオリティ
　（ひと・もの）
・脱平均
・与謝野にしかできないこ
　とを極める×好循環
　↑（ビジョン）

・学ぶ場をつくる
・人と人をつなげる仕組み
・市民教育（地域経済）
・実行する人をつくる

　 →
（解決策）

　 →
（解決策）

A グループ B グループ
それぞれのグループで出されたキーワード（抜粋）

●第２回与謝野町まち・ひと・しごと創生有識者会議

　 民 生 児 童 委 員 だ よ り民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だより
を通して民生委員・児童委員の活動を紹介します。今回
は会長と主任児童委員・部会から活動の紹介をします。

●
与
謝
野
町

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会

              

会
長 

山
崎
洋
介

　

私
た
ち
の
周
り
を
見
渡
す
と
、

生
活
の
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
、
物
で
溢
れ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
棚
、
い
つ
で
も
思

う
物
が
買
え
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
灯
り
。
利
便
性
・
効
率

性･

嗜
好
性
等
ば
か
り
を
追
い
求

め
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
関

わ
り
合
い
な
ど
大
切
な
心
を
ど
こ

か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
民
生
児
童

委
員
61
名
は
担
当
地
域
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
を
折
に
触
れ
て

訪
れ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
健
康
の
こ
と
や
困
り
ご
と

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
６
名
は
町
の
毎

回
の
乳
幼
児
の
検
診
に
参
加
し
て
、

若
い
お
母
さ
ん
の
育
児
の
悩
み
や
、

家
庭
で
の
あ
り
方
な
ど
を
お
聞
き

し
て
自
身
の
経
験
を
語
り
、
そ
っ

と
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
京
都
府
民
生
児
童
委
員

活
動
強
化
モ
デ
ル
事
業
（
八
幡
市
・

精
華
町
・
与
謝
野
町
）
の
指
定
を

受
け
、
支
援
員
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
を
更

に
拡
充
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
私
た
ち
各
委
員
は
福
祉
課
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
保
健
所
・
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
各
種
施
設
等

関
係
機
関
へ
皆
さ
ん
の
声
を
つ
な

い
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

暮
ら
せ
る
よ
う
に
少
し
で
も
お
手

伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
の

　

活
動
に
つ
い
て　

               

主
任
児
童
委
員

　
　

　

主
任
児
童
委
員
は
地
域
担
当
の

民
生
委
員
と
協
力
し
て
、
登
下
校

時
の
見
守
り
・
小
中
学
校
と
の
連

絡
会
・
子
育
て
支
援
活
動
・
子
育

て
中
の
困
り
ご
と
を
関
係
機
関
へ

つ
な
ぐ
役
割
り
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
主
任
児

童
委
員
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎

月
実
施
さ
れ
る
乳
児
健
診
の
受
け

付
け
時
に
活
動
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

り
、
保
護
者
と
直
接
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
主
任
児
童
委
員
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
相
談
を

し
や
す
い
関
係
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
課
と
連
絡
会
議
を
も
っ

た
り
、
研
修
等
を
定
期
的
に
行
い

地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目

内
で
活
動
し
て
い
る
主
任
児
童
委

員
に
気
軽
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
、
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
災
害
時
要
援
護
者
の

　

支
援
に
向
け
て　
　

　
　
　
　
　

  

地
域
福
祉
部
会

  

近
年
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
地

球
規
模
で
の
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
も

知
れ
な
い
災
害
に
対
し
て
一
人
ひ

と
り
の
命
を
ど
の
よ
う
に
守
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
こ
の
課
題
の

中
で
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で

は
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨

年
末
よ
り
福
祉
課
と
共
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
世
帯
の
方
々
や
避
難

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
を
把

握
し
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

台
帳
」
へ
の
登
録
、
名
簿
の
作
成
、

ま
た
、
も
し
も
の
時
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
当
町
に
お
い
て
該
当
し

て
い
る
方
が
７
０
０
名
ほ
ど
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
事
業
実
施
に
つ
い

て
は
「
手
上
げ
方
式
」
で
登
録
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て

の
方
の
登
録
に
は
い
た
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
申
請
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
案
内
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会

加
悦
支
部
の
研
修
会
と
し
て
、
昨

年
、
一
昨
年
と
大
き
な
水
害
を
受

け
ら
れ
た
福
知
山
市
の
民
生
委
員

と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
体
験
に
基
づ
く
お
話
で
、
災
害

時
に
お
い
て
の
対
処
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
地
域
の

助
け
合
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
台

帳
」
に
は
、
避
難
時
に
ご
支
援
い

た
だ
け
る
方
の
登
録
項
目
も
あ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
事

業
を
行
政
と
一
体
と
な
り
、
支
援

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
や
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。「
避
難
行
動
要
支
援
者

登
録
台
帳
」
へ
の
登
録
の
主
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

指
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て

で
困
っ
た

り
悩
ん
だ

り
し
た
と

き
は
、
町

こ
れ
か
ら

総立ちとなった議論模造紙に議論の内容をまとめるまとめたキーワードを発表



A L T リレーコラム  ［ 第 48 回  栖
すみか

  by ジェサイア・ジェファーズ］  COLUMN　 図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時（分室のみ：平日 13:00 ～ 14:00 休館）
●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

人気の本は？ 　図書館では昨年４月１日から今年３月 31 日までに、延べ 140,835 冊の本が貸し
出されました。この期間に、数多く貸し出された本の Best ５をご紹介します。

１位『村上海賊の娘  上』
和田竜／新潮社

２位『豆の上で眠る』
　　　　　　　　　湊かなえ／新潮社

３位『虚ろな十字架』
東野圭吾／光文社

４位『村上海賊の娘　下』
和田竜／新潮社

５位『祈りの幕が下りる時』
東野圭吾／講談社

１位『かいけつゾロリのじごくりょこう』
原ゆたか／ポプラ社

２位『かいけつゾロリつかまる！！』
　　　　　　  原ゆたか／ポプラ社

３位『かえってきたまほうのじどうはんばいき』
やまだともこ／金の星社

４位『はなかっぱとももかっぱ』  
   あきやまただし／メディアファクトリー

5 位『かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん』
    　　　　　　 原ゆたか／ポプラ社

１位『となりのトトロ』
宮崎駿／徳間書店

２位『千と千尋の神隠し』
宮崎駿／徳間書店

３位『ぐーぐーぺこぺこ』
中村陽子／岩崎書店

４位『天橋立むかしばなし』
文殊地区民話等記念委員会

５位『はなかっぱのだいぼうけん』
あきやまただし／メディアファクトリー

１位『オレンジページ』
オレンジページ

２位『こどものとも』
福音館書店

３位『ESSE（エッセ）』
フジテレビジョン

３位『婦人公論』
中央公論新社

５位『クロワッサン』
マガジンハウス

一 般 書 児 童 書 絵 本 雑 誌

一般書 ●『人生はＺＯＯっと楽しい！』　水野敬也
／文響社　●『西太后秘録（全２巻）』ユンチアン
／講談社　●『イスラム国とは何か』常岡浩介／旬

報社　●『フランス人は 10 着しか服を持たない』ジェ
ニファー . Ｌ．スコット／大和書房　●『おにぎらずアイデア帳』
金丸絵里加／東京書店　●『女子部活食』海老久美子／ベースボー
ル・マガジン社　●『英語では「ホニャララ」と言います。』朝
日新聞社 AsahiWeekly ／朝日新聞出版　●『火星に住むつもり
かい？』伊坂幸太郎／光文社　●『だいじな本のみつけ方』大崎
梢／光文社　●『レオナルドの扉』真保裕一／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
●『宰相Ａ』田中慎弥／新潮社　●『STORY　OF　UJI』林真理
子／小学館　●『主夫になろうよ！』佐川光晴／左右社　●『朽
ちないサクラ』柚月裕子／徳間書店

（児童書）●『まるいちきゅうのまるいちにち』安野光雅／童話
屋　●『じゅんびはいいかい』荒井良二／学研教育出版　●『わ
すれもの大王』武田美穂／ＷＡＶＥ出版　●『いいこねんね』内

今月の
新着図書

図書館おはなし会
＜野田川＞　５月 16 日（土）10 時 30 分～
　　　　　　　（紙芝居の日）
＜加　悦＞　６月 13 日（土）10 時 30 分～

よさのおはなしランド～
ボランティア合同おはなし会　

　図書館や学校・公民館などで活躍する読み聞かせ
ボランティアグループのみなさんが、楽しいお話
をしてくれますので、ぜひお越しください。　
■日　時　６月６日（土）午後２時～　
■場　所　中央公民館　

Info

田麟太郎／童心社　●『まねしんぼう』 みやにしたつや／岩崎書店　●『47 都道府県あなたの県の怖い話（全２巻）』並木伸一郎／
理論社　●『願いがかなう！「夢ノート」のすすめ』中山庸子／ＰＨＰ研究所　●『わらうプランクトン』ひらいあきお／小学館
●『よくわかるＬＥＤ・発光ダイオードのしくみ』伊藤尚未／誠文堂新光社　●『おだんご先生のおいしい！手づくり和菓子　春』
芝崎本実／童心社　●『育てて、発見！「ジャガイモ」』真木文絵／福音館書店　●『あまねく神竜住まう国』荻原規子／徳間書店

コミュニティの一部になりました。
この３年間、私たちは国内外のさま
ざまな場所に旅行することができま
したが、毎回与謝野町に戻ってくる
と、旅行のストレスが私たちの肩か
ら取れたのを感じながら「ほっ」と
ため息をつきました。「ただいま！」
 この３年間、私はたくさんの生徒

たちの成長を見ることができまし
た。彼らは彼ら自身が一生懸命頑張

なくコミュニケーションをとることができました。深夜ま
で私たちは一緒にギターを弾きながら会話したり歌ったり
しました。これがいつまでも忘れられない思い出です。こ
の時、私たちは絶対に与謝野町を好きになれると確信しま
した。そのとおりに、この町は私たちの一部になりました。
 私たちはまたいつか日本を訪れる希望を持ちながらアメ

リカへ帰ります。もし機会があれば、ぜひコロラド州に来
てください！皆さんの温かさや親切さに感謝しています。
さようなら与謝野町！また旅するぞ！

日 々旅にして旅を栖
すみか

とす ― 松尾芭蕉　おくのほそ道
私は今年の夏、アメリカに帰国します。私が日本

で暮らす３年間がいよいよ終わりに近づきました。来日す
る前、私と妻は「ヨサノ」という町の名前は１度も聞いた
ことがありませんでした。現在、この美しい町は私の栖

すみか

になり、住民は私の家族です。与謝野町は小さな町ですが、
人々は広い心を持っています。初めてこの町に着いたとき
から、私たちは優しく歓迎され、すぐに新しい友達ができ、

ありがとう与謝野町！また会いましょう！

れば何でもできる力があると私は知っていますし、彼らを
自慢に思います。生徒たちとつながりを作り成長を見るこ
とができたのは、私にとってとてもいい経験になりました。
私の父はかつて「子どもの幸福で国を判断できる」と言い
ました。もしこれが正しいならば、日本は素敵な国で、特
に与謝野町は素敵な町です。私は生徒たちの温かい笑顔
や、やる気に元気づけられました。私は生徒たちや、彼ら
の未来を大切にしながら導いている素敵な先生たちと一緒
に働くことができたことを光栄に思います。また、加悦

の ECC（英会話サークル）の皆さんにも感謝しています。
一緒に会話することができてとても楽しかったです。皆さ
んと離れることになり寂しく思います。
 ここで、与謝野町の心がよく表された思い出を紹介した

いと思います。私が与謝野町に着いてあまり時間が経って
いないとき、まだ友達が少なく、新しく友達を作って何か
楽しいことをしたいとは思っていましたが、知らない町で
人と会うためにどうすればいいか分かりませんでした。あ

る金曜の夜、私と妻はスーパーに買
い物に行き、そこで偶然にも妻の同
僚に会いました。彼女は週末を祝う
ために友達とパーティーをする予定
であり、彼女は彼女の友達の家に招
待してくれました。彼女たちは私た
ちを温かく歓迎してくれ、一緒に食
事をしました。当時、私たちは日本
語が全く話せず、彼女らも英語があ
まり話せなかったのですが、なんと

公民館訪問 ［ 第 31 回　下山田地区公民館］ 

室
」「
園
芸
教
室
」「
俳
句
教

室
」
な
ど
公
民
館
講
座
か
ら

独
立
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
事
業
を
発
表
す
る
場
と
し

て
昨
年
度
は
「
第
21
回
区
民

文
化
祭
」
の
開
催
や
「
第
32

回
区
民
納
涼
ま
つ
り
」
の
協

賛
事
業
を
実
施
し
、
多
く
の

区
民
の
方
々
の
交
流
の
場
と

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
見
学
で

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

宇
治
の
「
平
等
院
鳳
凰
堂
」

を
見
学
し
若
年
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
多
く
の
年
代
層
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
平
成
17
年
11

月
竣
工
の
公
民
館
が
10
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域

の
方
々
や
小
学
校
・
保
育
所

下
山
田
地
区
公
民
館

は
、
下
山
田
区
の
基

本
目
標
で
あ
る「
安
心
安
全

を
第
一
に
、
健
康
的
で
豊
か

な
町
づ
く
り
」を
基
本
に
事

業
を
組
み
立
て
、
公
民
館
運

営
委
員
で
あ
る
区
内
の
多
く

の
団
体
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
独
自
の
事
業
や
協
賛

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
や
ヨ
ガ
教
室
、
医
師

に
よ
る
健
康
関
連
事
業
、
警

察
・
消
防
署
に
よ
る
安
心
安

全
事
業
な
ど
、
今
後
益
々
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
高
齢
者

を
含
め
地
域
の
大
人
の
方
々

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
な
っ
て
集
え
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
に
「
絵
画
教

に
も
協
力
い
た
だ
き
き

仮
称
「
区
民
ふ
れ
あ
い

交
流
広
場
」
の
開
催

や
、
習
字
教
室
や
医
療

講
座
、
町
行
政
講
座
な

ど
目
新
し
い
講
座
に
取

り
組
み
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

毎年にぎわう恒例の夏祭り
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がんばってます！消防団 編集 ● 本部方面隊

平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
な

ど
に
よ
り
骨
量
が
減
り
、
ス
カ
ス
カ
に
も
ろ
く

な
っ
た
状
態
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、

些
細
な
動
作
で
骨
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
転
倒
し
て

寝
た
き
り
に
な
る
よ
う
な
骨
折
を
起
こ
す
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
特
に
女
性
の
場
合
、
男

性
よ
り
骨
量
が
少
な
い
上
、
閉
経
後
に
骨
量
が

減
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
骨
の
し
く
み

　
骨
は
「
骨
代
謝
」
と
い
っ
て
、
常
に
吸
収
と

形
成
を
繰
り
返
し
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も

の
へ
と
つ
く
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
骨
代
謝

は
、
新
し
い
骨
を
つ
く
る
「
骨
芽
細
胞
」
と
、

古
い
骨
を
溶
か
す
「
破
骨
細
胞
」
で
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
こ
と
で
、

健
康
な
骨
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

骨
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
骨
が
弱
く

な
っ
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

き
ま
す
が
、
そ
の
後
は
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に

減
り
始
め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
は
閉
経
に
よ
り
、

骨
形
成
を
促
進
さ
せ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
急
激
に
減
少
す
る
の
で
、
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

▼
避
け
ら
れ
る
要
因
と
し
て
、
運
動
不
足
・
日

◎
要
因
は
？

▼
避
け
ら
れ
な
い
要
因
と
し
て
、
加
齢
・
女
性

の
場
合
は
閉
経
が
あ
り
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
、

骨
は
20
歳
前
後
で
最
大
骨
量
と
な
り
ま
す
。
40

代
半
ば
く
ら
い
ま
で
は
一
定
の
骨
量
を
維
持
で

広告広告

　平成 27 年度与謝野町消防団辞令交付式が４月５日、岩滝保
健センターで開催され、新係長をはじめ８人の団員に澤田団長
から辞令が手渡されました。

平成 27 年度辞令交付式

委員の皆
さんです

消
防
委
員
紹
介　
　

　
　

 　
（
敬
称
略
）

【
委
員
長
】

　
杉す

ぎ
本も
と 

孝た
か
史し

（
石
川
）

【
職
務
代
理
】

　
大お

お
江え 

卓た
く

夫お

（
後
野
）

【
委   

員
】

　
西に

し
原は
ら 

晃あ
き
ら   （

滝
）

　
石い

し
田だ 

義よ
し
忠た
だ
（
岩
屋
）

　
木き

村む
ら 

博ひ
ろ
史し

（
温
江
）

　
飯い

い
澤ざ
わ 

立た
つ
穂ほ

（
岩
滝
）

　
茂も

籠ろ 

美よ
し

夫お

（
幾
地
）

　
前ま

え
田だ 

正ま
さ

明あ
き

（
岩
滝
）

　
堀ほ

り
口ぐ
ち 

満み
つ

朗あ
き

（
弓
木
）

消
防
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　
消
防
委
員
の
任
期

満
了
に
と
も
な
い
、

消
防
関
係
に
精
通
し

た
９
名
の
委
員
が
次

の
と
お
り
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　

消
防
委
員
会
は
、

消
防
団
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
町

長
の
諮
問
に
応
じ
た

り
、
町
長
に
建
議
し

た
り
、
ま
た
消
防
団

員
の
服
務
、
待
遇
お

よ
び
消
防
施
設
の
改

善
な
ど
に
関
し
て
町

議
会
に
建
議
し
た
り

し
ま
す
。
任
期
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま

で
の
２
年
間
で
す
。

　   長年の委員活動
ありがとうございました

　３月 31 日付けをもって退任され
た委員の皆さまには、長年にわたり
消防行政の推進にご尽力いただきま
した。
●退任委員　（敬称略）

　山
やま

添
ぞえ

 博
ひろ

明
あき

（弓木）
　西

にし
村
むら

 英
ひで

雄
お

（幾地）
　藤

ふじ
田
た

 至
いたる

   （温江）

　その後、新入団員を代表して、
巽 孝旭団員が「不公平並びに
偏見をさけ、何人も恐れず良心
に従って忠実に消防の義務を遂
行することを厳粛に誓います」
と宣誓し、消防団員としての新
たなスタートをきりました。

　
消
防
団
の
現
状
は
、
年
々
団
員

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
行
す
る

中
、
特
に
平
日
日
中
の
火
災
へ
の

出
動
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
住
民

の
安
全
を
守
る
消
防
団
活
動
に
お

い
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成

23
年
４
月
に
与
謝
野
町
消
防
団
支

援
隊
が
発
足
し
、
今
回
改
め
て
次

の
方
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

消
防
団
支
援
隊
委
嘱
式

支
援
隊
は
火
災

の
際
に
協
力
い

た
だ
き
、
速
や

か
な
火
災
現
場

へ
の
出
動
を
目

的
に
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　【ひまわりふれ愛隊】
　　三

みつ
野
の

　真
ま

穂
ほ

　【加悦第２分団】
　　伊

い
藤
とう

　優
ゆう

一
いち

　【加悦第３分団】
　　巽

たつみ
　　孝

たか
旭
あき

　　青
あお

木
き

　博
ひろし

　
　【岩滝第１分団】
　　山

やま
添
ぞえ

　誠
まさ

人
と

　【野田川第１分団】
　　大

おお
松
まつ

　徳
のり

喜
よし

　　田
た

中
なか

　和
かず

輝
き

　【野田川第３分団】
　　松

まつ
本
もと

　省
しょう

吾
ご

新入団員紹介（敬称略）

　【岩滝第１分団】　  
 　  澤

さわ
田
だ

　浩
こう

一
いち

　　白
しら

数
す

　隆
たか

博
ひろ

　　白
しら

須
す

　祥
しょう

介
すけ

　　　　　　　　

　　【岩滝第４分団】　　　
　　　石

いし
出
で

　但
ただし

　　　高
たか

橋
はし

　由
よし

明
あき

　　　永
なが

濵
はま

　知
とも

洋
ひろ

支援隊員紹介（敬称略）

澤田団長から辞令を受ける新入団員

健やか広場　　健康ですか？あなたの骨～転ばぬ先の骨粗しょう症予防～

広告

光
に
当
た
ら
な
い
生
活
・
喫
煙
・
嗜
好
品
の
摂

り
過
ぎ
・
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
不
足
・
偏
食
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
運
動
不
足
の
人
は
、

骨
を
鍛
え
る
た
め
の
負
荷
を
か
け
る
機
会
が
少

な
い
た
め
に
、
骨
の
強
度
が
低
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
も
衰
え
て
し
ま

う
の
で
、
転
倒
や
骨
折
の
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。

◎
こ
ん
な
症
状
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
か
も

●
背
中
や
腰
が
痛
い
（
重
く
な
っ
た
感
じ
）

●
身
長
が
低
く
な
っ
た

●
背
中
が
丸
く
な
っ
て
い
る

●
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折
し
や
す
い

▼
骨
粗
し
ょ
う
症
で
骨
折
し
や
す
い
部
位
と
し

て
、
転
ん
で
手
を
つ
い
た
際
に
腕
の
付
け
根
・

手
首
が
、
ま
た
、
転
倒
の
際
に
は
太
も
も
の
付

広告

公益社団法人日本３Ｂ体操協会与謝野町同好会
日　時　毎週水曜日　午後７時 30 分～９時
場　所　岩滝ふれあいセンター
代表者　古森久子　☎ 0772 － 27 － 2375
連絡先　小西ミカ　☎ 46 － 2199
　　　　年齢に関係なく、楽しく続けられる
　　　　健康体操です。

　　　　　　阿蘇陶友会
活動日　毎月　第２・３日曜日
時　間　午前９時 30 分～
場　所　岩滝聴言センター横
連絡先　木村　修　☎ 0772 － 22 － 0676
　　　　あなたも陶芸体験をしてみませんか！

乳
製
品
を
摂
る
こ
と
を
意
識
し
た
り
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
（
魚
介
類

に
豊
富
）
や
、
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
ま
す
。

▼
運
動　
適
度
な
運
動
は
、
骨
に
刺
激
を
与
え
、

骨
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
を
養
い
、
転
倒
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
日
光
浴　
日
に
当
た
る
こ
と
で
、
体
内
で
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
合
成
が
促
進
さ
れ
、
腸
で
の
カ

ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
助
け
ま
す
。
日
光
を
浴
び
な

が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
体
を
動
か
す
こ
と

も
で
き
る
の
で
効
果
的
で
す
。

◎
年
に
１
度
は　
骨
粗
検
診

　
与
謝
野
町
で
は
、
20
～
70
歳
の
女
性
を
対
象

に
、
８
月
下
旬
か
ら
実
施
す
る
住
民
健
診
の
中

で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
診
は
痛
み
も
な
く
、
短
時
間
で
骨
密
度
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
対
象
者
に
は
す
で
に
個

別
通
知
し
て
い
ま
す
）。
無
料
で
検
査
で
き
ま

す
の
で
、
年
に
１
度
は
検
診
を
受
け
て
自
分
の

骨
の
状
態
を
知
り
、
対
策
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

た
き
り
の
原
因
と
な
る
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

◎
毎
日
の
生
活
の
中
で
コ
ツ
コ
ツ
予
防
を
！

　
予
防
の
３
原
則
は
、
食
生
活
・
運
動
・
日
光

浴
で
す
。

▼
食
生
活　
骨
の
形
成
に
不
可
欠
な
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
率
は
、
食
品
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま

す
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
宝
庫
で
あ
る
牛
乳
・

け
根
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
太
も
も
の

付
け
根
を
骨
折
す

る
と
、
長
い
間
安

静
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
寝

男性の最大骨量

女性の最大骨量

閉経後の減少
閉経後の
急激な減少

成長期

骨
量

閉経

■年齢と骨量の変化
　　　　　出典：日本医師会ホームページ

骨粗しょう症の範囲

”

“
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つ
く
し
句
会

水
芭
蕉

天
に
祈
り
の
花
開
く

　
　
　
　
　
　
　
一
乃

【
開
催
日
】

毎
月　
第
４
木
曜

午
後
７
時
30
分
～
９
時
45
分

【
場   

所
】

知
遊
館

【
代   

表
】

白
数
康
弘

【
連
絡
先
】

白
数
宏
子　

☎
４
６
・３
８
１
９

【
開
催
日
】

毎
月　
第
３
水
曜
日

午
後
７
時
15
分
～
９
時
45
分

【
場   

所
】

知
遊
館

【
代   

表
】

白
数
康
弘

【
連
絡
先
】

白
数
宏
子

☎
４
６
・３
８
１
９

卯
の
花
句
会

な
め
く
じ
の

次
の
一
画
迷
走
す

　
　
　
　
　
　
　
　
宏
子
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●農業委員会委員等表彰の京都府知事表彰受賞　

農業委員としての功績が認められました
　与謝野町農業委員の西

にし
原
はら

良
りょう

一
いち

会長（与謝）、白
しら

數
す

清
せい

一
いち

委員（弓木）、山
やま

﨑
ざき

藤
とう

太
た

郎
ろう

委員（下山田）
が平成 26 年度農業委員会委員等表彰で京都府知
事表彰を受賞されました。
　この表彰は農業委員として功績のあった方々を
対象とされています。３人は、18 年以上の長き
にわたり農業委員として地域に貢献され、特に農
地の利用調整や農家の相談役、無断転用の発生防
止に向けた活動等が高く評価され今回の受賞とな
りました。
　また、与謝野町農業委員会が発行する「農業委
員会だより よさの」が、地域から見える農業委

員会活動を展開
し、親しみやす
い広報誌という
ことで第 24 回
京都府農業委員
会広報コンクー
ルで “特別賞”
を受賞しました。

●雲岩公園つつじまつり

色鮮やかなつつじを
楽しみました
　４月 12 日、岩屋区の雲岩公園で
恒例の「雲岩公園つつじ祭」が開催
されました。祭の当日にはツツジが
咲き並び、晴天にも恵まれ、絶好の
行楽日和となりました。
　会場では、多くの出店が並んだほ
か、バンド演奏が披露されたステー
ジイベントなどが催され、会場を盛
り上げました。
　来場者たちは、記念撮影をしたり、
景色を眺めたりと満開のツツジを思
い思いに楽しんでいました。

岩
屋
地
域
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
雲
岩
公
園

●きもの着付け教室　

着付け技術を学
びました
　きもの着付教室が２
月 20 日 か ら ３ 月 27
日までの日程で全６
回（18 講座）、野田川
わーくぱるで開催され、
お子さんの卒入学式を
テーマに 46 名の方が
受講されました。
　閉講式では、各自で
学ばれたことを活かし
た着こなしにより、終
始華やかな雰囲気に包
まれていました。

着付けた着物を身に付け記念撮影

右から西原良一会長、山﨑藤太郎委員

白數清一委員

功績・功労をたたえて
●旭日単光章

山本國夫 さん

　故山
やま

本
もと

國
くに

夫
お

さん（幾地）
は、平成３年に野田川町
議会議員に初当選して以
来、合併までの４期 14 年
10 ヵ月の長きにわたり在
職し、野田川町議会建設常任委員会副委員長、野田川
町議会建設農林常任委員会副委員長等の要職を歴任し
たほか、平成 11 年から２年間にわたり野田川町議会
副議長として円滑な議会運営に尽力し、町政ならびに
地方自治の発展および住民福祉の向上に多大な貢献を
果たしました。

●与謝野町自治功労者表彰

垣中 均 さん

　垣
かき

中
なか

均
ひとし

さん（京丹後市弥
栄町）は、平成 13 年４月
から平成 18 年２月までの
４年 11 ヵ月を野田川町教
育委員会教育長として、ま
た、平成 18 年３月から平成 26 年６月までの８年４ヵ
月を与謝野町教育委員会教育長として、あわせて 13
年３ヵ月の長きにわたり教育行政の推進に尽力し、そ
の発展に多大な貢献を果たしました。

●全国椿サミット男鹿大会に参加

「能登山椿」の現地視察、
滝のツバキをＰＲ！
　４月 11 日、12 日に秋田県男鹿市
で開催された「第 25 回全国椿サミッ
ト男鹿大会」に、山添町長、日本ツ
バキ協会京都千年ツバキの里支部小
西支部長をはじめ総勢 25 名（里支
部：17 名、行政８名）が参加をし
ました。
　椿サミットには、全国各地から関
係者や椿愛好家ら約 200 名が集い、
男鹿市における椿の取り組みや日本

男鹿大会に参加し与謝野町を PRまちの 話題 ワイド
全国ツバキサミット

の園芸文化などに触
れた記念講演や、地
元のおもてなしを受
ける交流会、日本の
椿の北限とされる

「能登山椿」を見る
現地視察が行われま
した。
　サミット行事の閉
会挨拶では、次期開
催地与謝野町を代表

逢いましょう」と
力強く締めくくら
れました。

●与謝野ならでは
　のおもてなし
　前号でもお知ら
せしましたが、平
成 28 年４月９日、
10 日に開催予定
の「第 26 回全国

椿サミット与謝野大会」に向け実行
委員会を組織し、関係団体と連携し
準備を進めています。男鹿大会では、
お抹茶と地元のお菓子でのおもてな
しや、椿に関する絵画や生け花等の
展示や商品販売をされていました。
与謝野町大会ではこれまでの大会を

し山添町長から町や滝のツバキのＰ
Ｒに加え、「来年の４月、与謝野で

参考にしなが
ら、与謝野な
らではのおも
てなしを考え
ていきたいと
思います。与謝野大会に向けてＰＲを行う山添町長

●第 25 回滝の千年ツバキまつり

雨の中滝の千年ツバキを鑑賞
　４月 19 日、「滝の千年ツバキまつり」がちんざん
前広場・ツバキ公園で開催され、あいにくの雨となり
ましたが、多くの人でにぎわいました。
　滝のツバキは、推定樹齢が 1,000 年ともいわれ、国
内最長寿級の椿の大樹で、紫紅色の花は、改良の進ん
だ園芸種とは違い簡素な趣があります。
　ちんざん前広場には多くの出店が立ち並んだほか、
千本づきも行われ、つきたての餅が来場者に振舞われ

ました。
　また尺八と和
太鼓による演奏
や与謝野舞組爽
龍隊によるよさ
こいの披露が行
われ、イベントを
盛 り 上 げ、 迫 力
のある見事なパ
フォーマンスに
大きな拍手が送
られました。滝のツバキの大きさに見とれる来場者

●明石地区公民館竣工祝賀式　

地域コミュニティの拠点が完成！
　３月 22 日、明石地区公民館の竣工祝賀式が開催され、
関係者ら 45 名の出席のもと、新たな地域コミュニティ
拠点の完成が祝われました。
　旧明石地区公民館は、50 年以上にわたり区民の皆さ
んに親しまれてきましたが、老朽化等により建て替えを
決断され、区民アンケートの実施や建設委員会の検討な
どを経て、３月６日に完成しました。
  式典は、山添町長・塩見教育長・渋谷明石区長による
テープカットで始まり、区長・町長による式辞等に続き、
感謝状の贈呈等があり、記念植樹・撮影が行われました。
　渋谷区長は「この公民館を拠点に、いっそうのコミュ
ニティ活動の推進に努め、いきいきとしたふるさとづく
りに励みます」と、その決意を述べられました。

左 / 完成した明石地区

　公民館

下 / テープカットが行

　われる

椿にまつわる展示品が並ぶ



Ｈ 20 ～Ｈ 23 の平均量 829 ｇ

８
７
１
グ
ラ
ム

　
与
謝
野
町
で
、
１
人
１
日
当
た

り
が
出
す
ゴ
ミ
の
量
は
、
８
７
１

ｇ
で
す
。（
平
成
24
年
度
京
都
府

一
般
廃
棄
物
処
理
状
況
調
べ
）

　
日
頃
、
皆
さ
ん
が
ゴ
ミ
収
集
に

出
す
燃
え
る
ゴ
ミ
、
不
燃
ご
み
、

資
源
ご
み
の
他
、
最
終
処
分
場
に

持
ち
こ
ま
れ
た
量
も
含
ん
だ
量
で

す
。

　
京
都
府
全
体
で
は
８
６
５
ｇ
で

す
の
で
、
量
的
に
は
ほ
ぼ
京
都
府

の
平
均
的
な
ゴ
ミ
量
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
京

都
府
全
体
が
13
・
８
％
に
対
し
て
、

与
謝
野
町
で
は
22
・
５
％
と
い
う

問 住民環境課 ☎ 44-2083

ゴミについて考える
シリーズ①　与謝野町のゴミの現状

結
果
で
、
京
都
府
の
中
で
与
謝
野

町
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
い
る

町
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
高
い
意
識

を
持
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
の

与
謝
野
町
の
１
人
１
日

当
た
り
の
ゴ
ミ
の
量

　

過
去
５
年
間
の
与
謝
野
町
の

１
人
１
日
当
た
り
の
ゴ
ミ
の

量
を
比
べ
て
み
る
と
、
平
成

20
年
度 

８
５
９
ｇ
、
平
成
21

年
度 

８
２
１
ｇ
、
平
成
22
年

度 

８
４
１
ｇ
、
平
成
23
年
度 

７
９
３
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
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の
４
年
間
の
平
均

は
８
２
９
ｇ
に
な

り
、
平
成
24
年
度

の
８
７
１
ｇ
と
比

べ
る
と
約
42
ｇ
の

差
が
あ
り
、
単
三

電
池
２
本
分
程
度

の
ご
く
わ
ず
か
の

重
さ
が
増
え
た
だ

け
だ
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
そ
の
わ

ず
か
な
重
さ
で
与

謝
野
町
全
体
で
は

１
日
で
約
８
５
０

京都府

与謝野町

13.8％

22.5％

■リサイクル率

Ｈ 20

■過去５年間の与謝野町の
　１人１日当たりのゴミの量

kg
、
１
年
間
で
は
約
３
１
０
ト
ン

も
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、

逆
に
い
え
ば
、
一
人
ひ
と
り
が
少

量
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
れ
ば
、
与

謝
野
町
全
体
で
か
な
り
の
量
が
減

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24

　
そ
の
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
ご

協
力
が
必
要
で

す
。

　
ど
う
や
っ
て

ゴ
ミ
の
量
を
減

ら
す
の
か
？
は

来
月
号
で
。

900

800

700

600

（ｇ）

　
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
女
性
が
活
躍
す
る
場

面
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
行
政
や
企
業
を
は

じ
め
と
す
る
団
体
等
の
方

針
決
定
の
場
で
は
、
女
性

の
参
画
が
ま
だ
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、

男
性
を
中
心
と
し
た
社
会

シ
ス
テ
ム
の
問
題
や
、
女

性
に
対
す
る
男
性
側
の
意

識
の
問
題
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
女
性
も
責
任
の
伴

う
地
位
や
役
職
を
敬
遠
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
審
議
会
や
地
区
役
員
等

に
女
性
が
い
な
い
場
合
、

女
性
の
視
点
や
思
い
は
反

映
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
防
災
面
で
は
、

避
難
所
に
女
性
用
品
が
備

蓄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
さ
れ
た
環
境
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
り
と
、
女

性
が
つ
ら
い
思
い
を
す
る

場
面
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
こ
と
が
、
東
日
本
大
震

災
以
降
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

職
場
・
地
域
・
家
庭
・

問 企画財政課 ☎ 46-3084シリーズ⑫　すすめよう！男女共同参画
男女が共に参画するまちづくり

学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
女
性
も
男
性
も
参
画
し
、

対
等
な
構
成
員
と
し
て
意

思
決
定
に
か
か
わ
り
、
結

果
に
責
任
を
負
う
こ
と
の

意
識
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

私
た
ち

住
民
の
取
り
組
み

～
男
女
共
同
参
画
計
画

〈
後
期
施
策
〉
よ
り
～

●
公
募
の
機
会
や
町
か

　
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
審

　
議
会
や
委
員
会
に
積
極

　
的
に
参
画
し
よ
う
。

●
町
政
懇
談
会
な
ど
広

　
聴
の
場
に
参
加
し
よ
う
。

●
男
女
共
同
参
画
に
関

　
す
る
意
見
や
提
案
を
町

　
に
伝
え
よ
う
。

859 821 841 793 871

0

問 農林課 ☎ 43-2191 / 商工観光課 ☎ 46-3269

新たな特産品の創出へ
地方創生　与謝野ブランド戦略事業　ホップ植栽会

　
４
月
21
日
、

与
謝
野
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
事

業
の
一
つ
で

あ
る
「
与
謝

野
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
醸
造

事
業
」
を
見

問 教育推進課 ☎ 43-2193 ／福祉課 ☎ 43-1513

方針の見直しが行われます
子ども・子育て会議から町長への答申について

　
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
移
行
に
先
立
ち
、「
与

謝
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
の
策
定
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
与
謝
野
町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
（
足
立
経
彦
会
長
、

委
員
18
名
）
が
、
町
長
か
ら
の
諮

問
事
項
の
う
ち
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
と

「
学
校
等
の
適
正
規
模
適
正
配
置

に
関
す
る
与
謝
野
町
教
育
委
員
会

基
本
方
針
に
つ
い
て
」
の
慎
重
審

議
を
終
え
、
３
月
25
日
に
山
添
町

長
に
対
し
て
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
、
町
で
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
も
と
に
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
・
福

祉
事
業
が
進
め
ら
れ
、
学
校
等
の

適
正
規
模
適
正
配
置
に
か
か
る
教

育
委
員
会
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
方
針
の
見
直
し
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

左から塩見教育長、山添町長、足立会長、

増田副会長、赤西委員、堀尾委員

新
車
両
の
配
属

　
消
防
団
加
悦
第
１
分
団
、
岩
滝

第
３
分
団
、
野
田
川
第
２
分
団
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
更

新
さ
れ
、
３
月
29
日
に
役
場
本
庁

舎
に
お
い
て
、
山
添
町
長
か
ら
消

防
団
に
引
き
渡
し
さ
れ
た
後
、
澤

田
団
長
か
ら
各
分
団
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
車
両
は
、
平
成
９

年
９
月
、
平
成
10
年
３
月
、
平
成

問 総務課 ☎ 46-3004

小型動力付きポンプ積載車を更新！

９
年
11
月
に
配
属
さ
れ
、
い
ず
れ

も
17
年
以
上
の
永
き
に
渡
り
、
火

災
現
場
や
防
火
活
動
等
で
活
躍
し

ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
き

た
た
め
、
今
回
の
更
新
と
な
り
ま

し
た
。

　
購
入
費
用
は
、
２
千
５
９
５
万

円
（
３
台
分
）
で
す
。

  

こ
の
消
防
車
が
火
災
現
場
に
お

い
て
活
躍
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
で
「
火
災
ゼ
ロ
の
ま
ち
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

海の京都　
第 30 回大江山一斉登山
　　　　　●参加者募集

　大江山観光開発協議会（福
知山市・宮津市・与謝野町）
では、「丹後天橋立大江山国
定公園」大江山の、初夏の美
しい自然を多くの皆さんに楽
しんでいただくために『海の
京都　第 30 回大江山一斉登
山』を行います。
■日時　
５月 31 日（日）午前８時 30
分～午後４時頃　※雨天中止
■申し込み方法
５月 28 日（木）午後５時ま

でに、商工
観光課（☎
46 － 3269）
へ申し込み
ください。

野田川第２分団

加悦第１分団

岩滝第３分団

据
え
た
、
ホ
ッ
プ
栽
培
・
植
栽
会
が

与
謝
地
区
内
の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
プ
は
、
町
内
２
ヵ
所
、
約
28

ａ
の
畑
で
28
種
類
の
苗
約
８
４
０
本

が
試
験
的
に
栽
培
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
与
謝
野
町
の
気
候
や
土
地
に

あ
っ
た
品
種
を
選
定
し
、
本
格
的
に

栽
培
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
15
～
20
ｃ
ｍ
程
の
苗

を
植
え
、
成
長
す
る
と
大
き
い
も
の

で
５
ｍ
の
高
さ
ま
で
育
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ホ
ッ
プ
の
収
穫
は
８
月
末

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
プ
の
試
験
栽
培
を
行
う
和わ

田だ

徳と
く

雄お

さ
ん
（
与
謝
）
は
、「
ホ
ッ
プ

が
与
謝
野
町
の
特
産
品
・
特
産
地
と

な
り
、
地
域
の
活
性
化
、
農
家
の
所

得
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
新
し
い

挑
戦
に
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

山
添
町
長
は
、「
新
た
な
与
謝
野

産
農
業
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
た
め
、

ま
た
、
農
業
振
興
の
た
め
に
も
成
功

さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま

し
た
。　

山添町長もホップを植えました



お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町 政  News & Information

男 女 共 同 参 画

シリーズ 83

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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平成 27 年３月末現在

人　口 23,166 人（ー 110）

　男　 11,023 人（ー 70）

　女　 12,143 人（ー 40）

世帯数 9,143 戸（ー 20）
※括弧内は前月比

まちのうごき

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

3/19 堂尻波止場線
（北側）整備工事 岩滝 ７者 カワベ技建 1,944 1,683 1,683 86.5 H27/3/24

～ 6/30

 ３   月入札結果 問 総務課 ☎ 46-3003

　４月１日から与謝野町に１万円以上のふ
るさと納税寄付金をいただいた方に「与謝
野町優良産品」をお贈りすることになりま
した。
　寄付金額によって選べる産品が増えてい
く仕組みになっており、寄付いただいた方

与謝野町優良産品をお送りします
■ふるさと納税のお知らせ

にカタログをお送りしてお選
びいただくことができます。
　与謝野町を応援いただくこ
とで、与謝野町の今を感じて
ください。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

総務大臣から感謝状贈呈

　
３
月
31
日
付
け
で
行
政
相

談
委
員
を
退
任
さ
れ
た
坂さ

か
根ね

功こ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
（
石
川
）
に
、

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
根
さ
ん
は
平
成
17
年
４

月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で

の
５
期
10
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て

国
の
行
政
全
般
に
関
す
る
苦

情
相
談
を
受
け
付
け
、
行
政

運
営
の
改
善
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
感
謝
状
贈

呈
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 坂根功三郎さん

問 住民環境課 ☎ 44-2083

法務大臣感謝状贈呈 / 新任委員紹介
人権擁護委員

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
で

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年

で
、
現
在
与
謝
野
町
で
は
11
名
の

委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ

そ
の
他
人
権
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
気
が
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

土田清司さん（新任）

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、3月16日から4月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

　
こ
の
制
度
は
、
65
歳

か
ら
69
歳
の
高
齢
者
の

方
を
対
象
に
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
を
助
成

す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢

者
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
、
医
療
機
関
で
受
診

さ
れ
た
場
合
の
自
己
負

担
（
３
割
）
が
２
割
負

担
と
な
る
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
（
老
）
の
交
付
に
は

申
請
書
の
提
出
と
一
定

の
審
査
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、保
健
課（
☎

４
３
・
１
５
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
認
定
要
件
】

①
65
歳
か
ら
69
歳
の
高

齢
者
の
方
（
対
象
者
）

が
60
歳
未
満
の
方
と
同

居
さ
れ
て
い
る
世
帯

問 保健課 ☎ 43-1514

老人医療費助成制度について

　
本
人
と
そ
の
属
す
る

世
帯
の
生
計
中
心
者

（
扶
養
義
務
者
）
が
所

得
税
を
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
。

②
対
象
者
の
世
帯
が
60

歳
以
上
の
方
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
る
世
帯
・

単
身
世
帯

　
本
人
と
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
本
制
度
の
所
得
基
準

額
未
満
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
医
療
保
険
の

加
入
状
況
（
別
世
帯
の

方
の
扶
養
）
に
よ
っ
て

は
、
①
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
認
定
要
件
が
変
わ
り
ま
す
】

　
８
月
に
新
た
に
65
歳

と
な
ら
れ
る
方
か
ら
、

従
来
の
①
、
②
の
認
定

要
件
が
所
得
税
非
課
税

世
帯
に
一
本
化
さ
ま
す
。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

お気軽にご相談ください
行政相談委員

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　
４
月
１
日
付
け
で
、
総
務
大
臣

か
ら
岡お

か
本も
と
道み
ち
子こ

さ
ん
（
岩
滝
）
が

再
委
嘱
、堀ほ

り
口ぐ
ち
卓た
く
也や

さ
ん
（
弓
木
）

が
新
た
に
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
と
は
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
り
、
任
期
は
２
年
で

す
。

　
国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
仕

事
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
尋
ね

た
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、

国
へ
の
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ

の
解
決
の
促
進
を
図
り
、
行
政
運

営
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
所
・

心
配
ご
と
相
談
所

　
当
町
で
は
「
行
政
相
談
所
・
心

配
ご
と
相
談
所
」
と
し
て
、
毎
月

３
回
定
例
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
場
所
】

●
５
月
18
日
（
月
）

　
社
協
野
田
川
支
所

●
５
月
25
日
（
月
）

　
社
協
加
悦
支
所 

●
６
月
10
日
（
水
）

　
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
各
会
場
と
も
に
午
後
１

　
時
～
３
時
で
す
。

堀口卓也さん（新任） 岡本道子さん（再任）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
こ
の
た
び
、
明あ
か
石し

ふ

佐さ

子こ

さ
ん

（
後
野
）
に
法
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
石
さ
ん
は
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
平
成
８
年
12
月
か
ら
平
成
27

年
３
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
を
さ
れ
、

人
権
意
識
の
高
揚
な
ら
び
に
人
権

擁
護
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
感
謝
状
贈
呈
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

●
新
任
委
員
紹
介

　
４
月
１
日
付
け
で
土つ

ち
田だ

清き
よ
司し

さ

ん
（
後
野
）
が
人
権
擁
護
委
員
に 明石　佐子さん（退任）

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
６/ １（月）まで

固 定 資 産 税　第 1 期
軽 自 動 車 税　全　期
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たむきに努力し、与謝野町の発展に
貢献していきたいと思っています。
　これからよろしくお願いいたしま
す。

　企画財政課
の情報システ
ム係で庁舎内
のネットワー
ク管理を担当
することにな
りました。ひ

企画財政課永
なが

井
い

 大
だい

地
ち

暮らすことができるまちづくりの為
に、日々勉強し、頑張っていきたい
と思っています。よろしくお願いし
ます。

　福祉課の地
域 包 括 セ ン
ターに配属に
なり、介護予
防支援業務に
携わっていま
す。安心して

福祉課安
あ

達
だち

 寛
ひろ

将
まさ

民の方々の健康維持・増進に携わり
ながら、与謝野町を元気にしていけ
るよう精進していこうと思っていま
す。よろしくお願いします。

　理学療法士
として与謝野
町立国保診療
所に勤務して
います。リハ
ビリテーショ
ンを通じて住

国保診療所上
うえ

田
だ

 充
みつ

弥
や

しさに元気をいただきながら勤務さ
せていただいています。これから、
与謝野町に貢献できるよう努めて参
りますので、よろしくお願いします。

　保健課で国
民年金業務を
主に担当する
ことになりま
した。現在、
来庁された町
民の方々の優

保健課吉
よし

岡
おか

 美
み

香
か

子
こ

る保育士になれるよう、成長していき
たいです。たくさん教えていただく事
もあると思いますが、一つ一つ吸収し
与謝野町に貢献できるよう頑張ります。

　加悦保育園
で勤務させて
いただいてい
ます。子ども
たちの目線に
立って子ども
の背中を押せ

加悦保育園大
おお

松
まつ

 徳
のり

喜
よし

ころですが、早く仕事に慣れ与謝野
町の発展に寄与したいです。また、
皆さんとともに町づくりに励んで参
りますので、よろしくお願いします。

　加悦地域振
興課有線テレ
ビに配属にな
りました。た
くさんのこと
を教えていた
だいていると

加悦地域振興課西
にし

原
はら

 康
こう

平
へい

発揮できるようにサポートしていきた
いです。また、声を一つ一つ受け止め、
さまざまな想いを共感し合いたいと思
います。よろしくお願いします。

　石川保育所
で お 世 話 に
なっています。
子どもたちが
笑顔で過ごせ
るように、ま
た自分の力を

石川保育所森
もり

下
した

 佳
か

苗
なえ

たいです。保護者の方々や地域のみ
なさんに信頼されるようにいつでも
笑顔を絶やさず元気よく頑張りま
す。よろしくお願いします。

　岩滝幼稚園
に配属となり
ました。子ど
もたちの健や
かな成長を見
守り、一緒に
成長していき

岩滝幼稚園吉
よし

村
むら

 知
とも

美
み

い保育を心がけたいです。また、保
護者の方の気持ちにも寄り添える保
育者になりたいです。よろしくお願
いします。

　与謝保育園
で１・２歳児
の担任をして
います。子ど
も一人ひとり
とていねいに
関わり、楽し

与謝保育園大
おお

江
え

 瑛
え

美
み

と思います。子どもたちと一緒にた
くさんのことを経験して、子どもに
負けないくらい元気でいたいと思い
ます。よろしくお願いします。

　山田保育所
に勤務してい
ます。子ども
たちが伸び伸
びと笑顔で過
ごせるように
していきたい

山田保育所西
にし

川
かわ

 知
ち

里
さと

さんの力になりたいです。また、業
務だけに留まらず地域に貢献できる
ような活動を行っていきたいと思っ
ています。よろしくお願いします。

　税務課で償
却資産税を担
当させていた
だ い て い ま
す。窓口や担
当の業務を、
早く覚えて皆

税務課植
うえ

田
だ

 悠
ゆう

太
た

郎
ろう

平成 27 年度
新規採用職員を
紹介します！

平成２7 年度、与謝野町は
新たに 11 人を職員として
採用しました。そのフレッ
シュな顔ぶれを本人のコメ
ントとともに紹介します！


